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カタツムリの見分け方２２ ３３
用語解説

大触角

小触角

だいしょっかく

しょうしょっかく

なんたいぶ

軟体部

あし

足

から

殻

キキセセルルガガイイのの仲仲間間のの場場合合

殻頂

かっこう

殻口

かくちょう

がいしん

外唇

たいそう

体層

じたいそう

次体層

ほうごう

縫合

殻高
かくこう

殻径
かくけい

殻頂
かくちょう

殻口
かっこう

臍孔
さいこう

体層
たいそう

次体層
じたいそう

殻高
かくこう

殻径
かくけい

螺塔
らとう

注）検索表はガイド
ブックに掲載されてい
る種を対象としていま
す。もしあてはまらな
い個体が出てきたら参
考⽂献にある図鑑など
を参照してください。

検索表

注）殻の巻き数は
「層」という単位であ
らわされます。左上の
殻では6層となります。
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ゴマのような小さなカタツムリ４４ 目立たないけど実はかわいい ５５

ヒダリマキゴマガイ
“Diplommatina” pusilla Martens, 1877
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分布図
環境省発⾏⾃然環境保全基礎
調査(2002)より

ゴマガイ科 Diplommatinidae Pfeiffer, 1857

オカチョウジガイ
Allopeas kyotoense (Pilsbry & Hirase, 1904)

アフリカマイマイ科 Achatinidae Swainson, 1840

分布図
環境省発⾏⾃然環境保全基礎
調査(2002)より
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細長い形をしたオカチョウジガイ６６ 石の下にいるかも・・・ ７７

ホソオカチョウジガイ
Allopeas pyrgula (Schmacker & Böttger, 1891)
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分布図
GBIFデータベースより
https://www.gbif.org/species/2297286
(2019年6⽉3⽇確認）

ノハラノイシノシタ
Lucilla singleyana (Pilsbry, 1890）

イシノシタ科 Helicodiscidae Pilsbry, 1927アフリカマイマイ科 Achatinidae Swainson, 1840

U. S. A.

分布図
環境省発⾏⾃然環境保全基礎
調査(2002)より
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水辺にすむ妖精８８ キバをもった変わり者 ９９

ナガオカモノアラガイ
Oxyloma hirasei (Pilsbry, 1901)
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スナガイ
Gastrocopta armigerella armigerella (Reinhardt, 1877)

スナガイ科 Gastrocoptidae Pilsbry, 1918オカモノアラガイ科 Succineidae Beck, 1837

分布図
環境省発⾏⾃然環境保全基礎
調査(2002)より

分布図
環境省発⾏⾃然環境保全基礎
調査(2002)より
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塵のような小さなカタツムリ1100 殻を失った陸貝 1111

ミジンマイマイ
Vallonia pulchellula （Heude,1882)
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ナメクジ
Meghimatium bilineatum (Benson, 1842)

ナメクジ科 Philomycidae Gray, 1847ミジンマイマイ科 Valloniidae Morse, 1864

分布図
環境省発⾏⾃然環境保全基礎
調査(2002)より

分布図
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抜群の存在感1122 甲羅をもったナメクジ 1133

ヤマナメクジ
Meghimatium fruhstorferi (Collinge, 1901)

�������������������
������������������
������������������
������������������
������������������
������������������
�����������������
��������������������
������������������
�������������������
�������������

�����������������������������
�������������������������������
�������������������������������
������������������������������

チャコウラナメクジ
Ambigolimax valentianus (Férussac, 1822)

コウラナメクジ科 Limacidae Lamarck, 1801ナメクジ科 Philomycidae Gray, 1847

分布図
GBIFデータベースより
https://www.gbif.org/species/8014163
(2019年6⽉3⽇確認）
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分布図
環境省発⾏⾃然環境保全基礎
調査(2002)より
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ヒョウ柄模様の大型ナメクジ1144

マダラコウラナメクジ
Limax maximus Linnaeus, 1758
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コウラナメクジ科 Limacidae Lamarck, 1801

琥珀色の殻をもつ微小貝 1155
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コハクガイ
Zonitoides arboreus (Say, 1817)

オオコハクガイ科 Gastrodontidae Tryon, 1866

分布図
GBIFデータベースより
https://www.gbif.org/species/2295438
(2019年6⽉3⽇確認）

分布図
GBIFデータベースより
https://www.gbif.org/species/2295425
(2019年6⽉3⽇確認）
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傘型の小さなカタツムリ1166 ベッコウ飴のような殻をもつ微小貝 1177

カサキビ
Trochochlamys crenulata (Gude, 1900)
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ヒメベッコウ
Discoconulus sinapidium (Reinhardt, 1877)

シタラ科 Euconulidae Baker, 1928シタラ科 Euconulidae Baker, 1928

分布図
環境省発⾏⾃然環境保全基礎
調査(2002)より
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樹の上に棲む微小貝1188 ベッコウ飴のような殻の輝き 1199

マルシタラガイ
Parasitala reinhardti (Pilsbry, 1900)
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ウラジロベッコウ
Urazirochlamys doenitzii (Reinhardt, 1877)

ベッコウマイマイ科 Helicarionidae Bourguignat, 1877シタラ科 Euconulidae Baker, 1928

分布図
環境省発⾏⾃然環境保全基礎
調査(2002)より
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樹の上に棲む微小貝1188 ベッコウ飴のような殻の輝き 1199

マルシタラガイ
Parasitala reinhardti (Pilsbry, 1900)
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2200 茨城県のご当地カタツムリ 2211

ウスカワマイマイ
Acusta sieboldtiana (Pfeiffer,1850)

ナンバンマイマイ科 Camaenidae Pilsbry, 1895
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分布図
環境省発⾏⾃然環境保全基礎
調査(2002)より

分布図
環境省発⾏⾃然環境保全基礎
調査(2002)より

ヒタチマイマイ
Euhadra brandtii brandtii (Kobelt, 1875)

ナンバンマイマイ科 Camaenidae Pilsbry, 1895
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2222 煙管(きせる)の形をしたカタツムリ 2233

ヒダリマキマイマイ
Euhadra quaesita (Deshayes,1850)

オオタキコギセル
Euphaedusa digonoptyx (Boettger, 1877)

キセルガイ科 Clausiliidae Draparnaud, 1805ナンバンマイマイ科 Camaenidae Pilsbry, 1895
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あれ、よく見たら・・・

分布図
環境省発⾏⾃然環境保全基礎
調査(2002)より
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水の中も見てみよう！ 淡水産貝類編2244 世界に侵出したコスモポリタン
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2255

コシダカヒメモノアラガイ
Galba truncatula (O.F.Műller,1774)

サカマキガイ
Physella acuta (Draparnaud, 1805)

サカマキガイ科 Physidae Fitzinger, 1833モノアラガイ科 Lymnaeidae Rafinesque, 1815

分布図
GBIFデータベースより
https://www.gbif.org/species/5189806
(2019年6⽉3⽇確認）

分布図
環境省発⾏⾃然環境保全基礎
調査(2002)より
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殻の中央がへこんだ淡水貝2266 横から殻をみてみよう
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2277

ヒラマキミズマイマイ
Gyraulus chinensis (Dunker, 1848)

トウキョウヒラマキガイ
旧 Gyraulus tokyoensis (Mori, 1938)

ヒラマキガイ科 Planorbidae Rafinesque, 1815ヒラマキガイ科 Planorbidae Rafinesque, 1815

分布図
環境省発⾏⾃然環境保全基礎
調査(2002)より

分布図
環境省発⾏⾃然環境保全基礎
調査(2002)より
※ヒラマキミズマイマイと別
種とされていた際に発表され
たもの。

Gyraulus chinensis (Dunker, 1848)
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殻の中に線のあるヒラマキガイ2288
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ヒラマキガイモドキ
Polypylis hemisphaerula (Benson, 1842)

ヒラマキガイ科 Planorbidae Rafinesque, 1815

分布図
環境省発⾏⾃然環境保全基礎
調査(2002)より





オオスス・・メメススのの区区別別ががなないい

ああのの手手・・ここのの手手でで身身をを守守るる3300 3311

日日本本ににはは約約880000種種類類のの在在来来のの陸陸産産貝貝類類ががいいまますす。。陸陸産産貝貝類類とと
はは、、カカタタツツムムリリととナナメメククジジををああわわせせたた生生物物群群ののここととでですす。。ナナ
メメククジジははカカタタツツムムリリのの貝貝殻殻のの退退化化ししたたももののでで、、殻殻ををななくくすすここ
ととにによよっってて、、よよりり高高いい移移動動能能力力をを得得たたググルルーーププととししてて考考ええらら
れれてていいまますす。。どどちちららもも分分類類学学的的ににはは軟軟体体動動物物門門（（MMoolllluussccaa））
腹腹足足綱綱 ((GGaassttrrooppooddaa))にに属属ししてていいまますす。。陸陸産産貝貝類類はは、、ほほかかのの
生生きき物物ででははああままりり見見らられれなないいユユニニーーククなな特特徴徴ををももっってていいまますす。。

確率を高めることができます（Landolfa et al.

カカタタツツムムリリたたちちのの知知らられれざざるる姿姿

2001; Chase and Blanchard 2006）。

これは、卵を産むメスとしての役割の
ほうが、精子を渡す（だけの）オスと

しての役割よりもエネルギーを必要と

するため、できるだけ相手の体内の自

分の精子の生存率を高め、オスとして

ふるまおうとする行動のあらわれと考

えられています。 交交尾尾

カカタタツツムムリリはは動動ききがが遅遅いいたためめ、、
捕捕食食者者にに襲襲わわれれたたとときき、、すすぐぐ
にに逃逃げげるるとといいううここととががででききまま
せせんん。。ででははカカタタツツムムリリたたちちはは
いいっったたいいどどののよよううにに自自分分のの身身
をを守守っってていいるるののででししょょううかか？？
ももちちろろんん、、殻殻のの中中ににひひききここもも
るる、、とといいううののはは最最大大のの防防御御方方
法法でですすがが、、そそれれ以以外外ににもも様様々々
なな方方法法でで身身をを守守っってていいまますす。。

1. 泡を出す
カタツムリは捕食者に襲われると泡を
出して敵を撃退します。特に大型のカ
タツムリは大量の泡を出すことができ、
カタツムリを食べるムシなどに対して
防御効果を発揮します。

2. 木に登る
ヒタチマイマイのような樹上性のカタ
ツムリは、地表に生息する捕食者と出
会う確率を低くするため木に登ると考
えられています。樹上性のカタツムリ
に糸をつけ、木の上と下の両方に設置
すると、木の下の個体はタヌキやネズ
ミ、オサムシなどにすぐに食べられて
しまったという報告があります（Saeki
et al. 2017a）。

3. 殻をふる
北海道に生息するエゾマイマイは、大
きな殻をもつカタツムリで、オサムシ
などから攻撃されると殻をブンブン振
り回して撃退することが知られていま
す（Morii et al. 2016）。

aa 泡泡ででオオササムムシシ（（幼幼虫虫））をを撃撃退退すするる
エエゾゾママイイママイイ

bb 樹樹上上性性カカタタツツムムリリのの一一種種ササッッポポロロ
ママイイママイイ

cc エエゾゾママイイママイイ

a

b c

佐伯いく代（筑波大学）

大部分のカタツムリには雄や雌といった性別がありません。これは、
移動能力が低く、他の個体と出会うチャンスが限られているため、

せっかく巡り合った同種の個体が自分と同じ性であるという「悲

劇」を避けるためと考えられています。成熟した個体どおしが交尾

を行う際は、お互いに生殖器を挿入しあい、精莢（せいきょう）と

呼ばれる精子の入った袋を相手に渡して交尾します。交尾の後は両

個体ともに卵を産むことができます。このとき、カタツムリは恋矢
（れんし）と呼ばれる槍のような器官を相手に突き刺すことが知ら

れています。恋矢の表面は、ホルモンに似た物質を含む粘液に覆わ

れており、これを相手に突き刺すことで、自分の渡した精子の生存
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エエゾゾママイイママイイ

bb 樹樹上上性性カカタタツツムムリリのの一一種種ササッッポポロロ
ママイイママイイ

cc エエゾゾママイイママイイ

a

b c
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形形やや色色のの多多様様性性 筑筑波波大大ののカカタタツツムムリリ・・ナナメメククジジとと寄寄生生虫虫

脇司（東邦大学）

カタツムリには右巻きと左巻きのも

のがあります。巻きの異なる個体は
突然変異によって生まれますが

（Ueshima and Asami 2003）、

カタツムリは生殖器が軟体部の片側

についているため、巻きが違うもの

どおしでは交尾をすることが難しく

なります。近年、右巻きのカタツム
リを食べやすい歯の構造をもつヘビ

がいることが、左巻きの進化を促進

したという研究（ Hoso et al.

2010）が発表されています。

a オオオオケケママイイママイイ
b チチャャココウウララナナメメククジジ

カタツムリの体は形や色の多様性に富んでいます。例えばみなさ
んは、殻に毛のついたカタツムリがいるのを知っていますか？

オオケマイマイやビロードマイマイといったカタツムリは、殻に

毛のような突起物がついています。毛の意味は明らかになってい

ませんが、体を大きく見せたり、土や塵をわざと落としにくくし

て身を隠すなどの役割があると考えられています（武田・西

2015）。

ナメクジはカタツムリの殻が退化し
た生物群です。殻の痕跡として背面

にコウラが残っている種(例:チャコ

ウラナメクジ)があります。

寄生とは、宿主となる生物の体内や
表面にとり付いて、体の一部や食べ

た物から栄養をもらうことです。寄

生は何も特別なことではなく、他者

から栄養を奪うという点では捕食と

大きな違いはありません。

寄生する動物をまとめて寄生虫と呼

びます。野生の生物にはほぼ例外な

く寄生虫が付いていますが、その殆

どは生態系の構成員として密やかに

生きており、人に感染することもな

く一生を全うすると考えられていま
す。寄生虫の種数はとても多いと考

えられており、30万〜100万種以上

とも見積もられ、自由生活性注）の動

物より多いとする試算もあります。

しかし、そもそもどんな種類の寄生

虫がどこに生息しているのかあまり

調べられておらず、実体がよく分

かっていないのが現状です。

実は、筑波大キャンパスの陸貝から

も寄生虫が見つかっています。

2018年、キャンパス内で陸貝の寄

生虫が初めて調査され、ヤドリバエ

類の幼虫とみられる寄生性のウジが
ナメクジから見つかりました（a）。

この幼虫の種は不明ですが、やがて

宿主の体から外へ出て、蛹となって

成虫バエとなり、交尾をして別のナ

メクジに卵を産み付けるのだろうと

思われます。

注）寄生をせず、自由に歩いたり泳いだりして独立した生活を送る性質のこと

a

b

aa 筑筑波波大大キキャャンンパパススののナナメメククジジかからら得得らられれたたヤヤドドリリババエエ類類のの幼幼虫虫。。白白線線：：11 mmmm。。

また同じ種であっても、地域によって殻の色が異なるカタツムリ

がいます。いくつかの種では、山地では殻の色が黒っぽくなり、
平地では白っぽくなる傾向があります。色が黒いほうが、山の暗

い森の中では隠れやすいためと考えられています（中山 2011）。
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表表11.. 筑筑波波大大キキャャンンパパスス内内ににいいるる陸陸貝貝ののううちち、、日日本本国国内内でで寄寄生生虫虫感感染染例例ののああるる種種類類
3344
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し、本陸貝は関東〜東北に分布する種であるため、産地の詳細が不明である。
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「寄生虫」を知ることは、私たちに身近な生態系の理解につながり、

ゆくゆくは地球環境の保全にとって大切な情報になるのです。

cc  ダダイイダダイイカカタタツツムムリリダダニニ。。黒黒線線：：00..11  mmmm。。（（脇脇らら,,  22001188））
bb  パパツツララママイイママイイササンンゴゴムムシシ。。黒黒線線：：00..22  mmmm。。（（NNaakkaaoo  eett  aall..,,  22001188））

b c

陸陸貝貝のの種種類類 寄寄生生虫虫のの種種類類 感感染染事事例例のの報報告告場場所所

パパツツララママイイママイイ パパツツララママイイママイイササンンゴゴムムシシ（（bb）） 北北海海道道

ナナガガオオカカモモノノアアララガガイイ ダダイイダダイイカカタタツツムムリリダダニニ（（cc）） 茨茨城城県県

ヒヒメメココハハククガガイイ PPhhaassmmaarrhhaabbddiittiiss 属属 sspp.. 東東京京都都

ナナメメククジジ
ヤヤドドリリババエエ科科 ggeenn..  sspp..

PPhhaassmmaarrhhaabbddiittiiss 属属 sspp.. 筑筑波波大大キキャャンンパパスス

オオナナジジママイイママイイ 槍槍形形吸吸虫虫科科 ggeenn..  sspp.. 東東京京都都

ヒヒダダリリママキキママイイママイイ MMeessooccooeelliiuumm bbrreevviiccaaeeccuumm 不不明明**

トトククササオオカカチチョョウウジジガガイイ
BBrraacchhyyllaaiimmaa 属属 sspp..
AAnnggiioossttoommaa 属属 sspp.. 東東京京都都





3366 3377カカタタツツムムリリたたちちとと自自然然のの変変化化
佐伯いく代（筑波大学）

分分布布をを広広げげるる移移入入種種
池澤広美（ミュージアムパーク茨城県自然博物館）

カタツムリは移動能力が乏しいため、生息地の環境が急激に変化する
とたちまち生存の危機にさらされます。例えば森林に棲むカタツムリ
は、森林がなくなってしまえば当然、生きていくことができません。
また近くに良好な環境があったとしても、そこまでの道のりがアス
ファルトや人工物に覆われていれば、エサがなかったり、乾燥に耐え
られなかったりして移動の最中に死んでしまいます。カタツムリは行
動範囲が狭いため、その場所の環境に強く依存しており、自然の変化
を指標する生物として捉えることができます。

カタツムリを含む軟体動物は、絶滅したことがわかっている種の数が
もっとも多い生物群です（Lydeard et al. 2004）。絶滅の主な理由は、
生息地の減少や移入種によるものです。移入種とは、外来種ともよばれ、
人の活動を介してもともといなかった場所に持ち込まれ野生化した生物
のことです。カタツムリは外来の捕食者に大変弱い生き物で、世界遺産
となっている小笠原諸島では、カタツムリが外来のプラナリア(ニューギ
ニアヤリガタリクウズムシ)に捕食され、激減しています（千葉 2009）。
樹上性のカタツムリは捕食者を回避するために木登り行動を進化させた
と考えられます。しかし最近では、外来生物のアライグマが侵入し、樹
上のカタツムリを捕食していることがわかりました（Saeki et al.
2017b）。アライグマは手先が器用で木登りが上手なため、木の上のカ
タツムリを簡単に捕まえることができます。長い時間をかけて樹上生活
性を進化させてきた生物にとって、こうした移入種は脅威となります。

aa  小小笠笠原原でで在在来来カカタタツツムムリリをを捕捕食食すするるニニュューーギギニニアアヤヤリリガガタタリリククウウズズムムシシ
bb  アアラライイググママにによよるる樹樹上上性性カカタタツツムムリリのの捕捕食食 SSaaeekkii  eett  aall..  ((22001177bb))

a b

その一方で、カタツムリ自身が何らかの理由
で本来の生息域の外に持ち込まれ、急速に増
加することもあります。コハクオナジマイマ
イ（Bradybaena pellucida）は殻経1.5cmほ
どの小型の陸貝です。この種は日本固有で、
九州地方から中国地方西部にかけて自然分布
しています。しかし、1990年代に関東地方
で生息が確認されるようになり、現在では島
根県から福島県まで国内各地で見られるよう
になりました。そのため、この種は国内の他
地域から人為的に運ばれた「国内外来種」と
して扱われています。茨城県では、2009年
に笠間市の菜園で大発生し、さまざまな野菜
を食害する事例が発生しました。2010〜
2011年に実施した市民参加型調査では、県
央・県南地域を中心に茨城県内の広い範囲に
生息していることが明らかになりました。茨
城県では、その後も夏期に大発生し、野菜な
どを食害するケースも見られるため、今後も
注視していく必要があります。

マダラコウラナメクジ（Limax maximus）は、
成長すると体長15cm以上になる大型のナメ
クジです（p14）。ヨーロッパ原産で、背面
にヒョウ柄模様があるのが特徴です。夜行性
で、湿った場所に生息し、野菜、熟した果物、
死肉、ドックフードなど様々なものを食べま
す。また、雌雄同体で、粘液を出しながら木
にぶら下がって交尾する独特の習性がありま
す。野外での観察では、卵塊が秋から春まで
確認されており、長い産卵期をもつこともわ
かっています。この種は国内では2006年に
茨城県土浦市で確認されたのが最初の記録で、
その後の調査で、石岡市と小美玉市を中心に

aa トトママトトをを食食べべるるココハハククオオナナジジママイイ
ママイイ

bb ニニンンジジンンのの葉葉にに群群ががるる
ココハハククオオナナジジママイイママイイ

a

b



3366 3377カカタタツツムムリリたたちちとと自自然然のの変変化化
佐伯いく代（筑波大学）

分分布布をを広広げげるる移移入入種種
池澤広美（ミュージアムパーク茨城県自然博物館）

カタツムリは移動能力が乏しいため、生息地の環境が急激に変化する
とたちまち生存の危機にさらされます。例えば森林に棲むカタツムリ
は、森林がなくなってしまえば当然、生きていくことができません。
また近くに良好な環境があったとしても、そこまでの道のりがアス
ファルトや人工物に覆われていれば、エサがなかったり、乾燥に耐え
られなかったりして移動の最中に死んでしまいます。カタツムリは行
動範囲が狭いため、その場所の環境に強く依存しており、自然の変化
を指標する生物として捉えることができます。

カタツムリを含む軟体動物は、絶滅したことがわかっている種の数が
もっとも多い生物群です（Lydeard et al. 2004）。絶滅の主な理由は、
生息地の減少や移入種によるものです。移入種とは、外来種ともよばれ、
人の活動を介してもともといなかった場所に持ち込まれ野生化した生物
のことです。カタツムリは外来の捕食者に大変弱い生き物で、世界遺産
となっている小笠原諸島では、カタツムリが外来のプラナリア(ニューギ
ニアヤリガタリクウズムシ)に捕食され、激減しています（千葉 2009）。
樹上性のカタツムリは捕食者を回避するために木登り行動を進化させた
と考えられます。しかし最近では、外来生物のアライグマが侵入し、樹
上のカタツムリを捕食していることがわかりました（Saeki et al.
2017b）。アライグマは手先が器用で木登りが上手なため、木の上のカ
タツムリを簡単に捕まえることができます。長い時間をかけて樹上生活
性を進化させてきた生物にとって、こうした移入種は脅威となります。

aa 小小笠笠原原でで在在来来カカタタツツムムリリをを捕捕食食すするるニニュューーギギニニアアヤヤリリガガタタリリククウウズズムムシシ
bb アアラライイググママにによよるる樹樹上上性性カカタタツツムムリリのの捕捕食食 SSaaeekkii eett aall.. ((22001177bb))

a b

その一方で、カタツムリ自身が何らかの理由
で本来の生息域の外に持ち込まれ、急速に増
加することもあります。コハクオナジマイマ
イ（Bradybaena pellucida）は殻経1.5cmほ
どの小型の陸貝です。この種は日本固有で、
九州地方から中国地方西部にかけて自然分布
しています。しかし、1990年代に関東地方
で生息が確認されるようになり、現在では島
根県から福島県まで国内各地で見られるよう
になりました。そのため、この種は国内の他
地域から人為的に運ばれた「国内外来種」と
して扱われています。茨城県では、2009年
に笠間市の菜園で大発生し、さまざまな野菜
を食害する事例が発生しました。2010〜
2011年に実施した市民参加型調査では、県
央・県南地域を中心に茨城県内の広い範囲に
生息していることが明らかになりました。茨
城県では、その後も夏期に大発生し、野菜な
どを食害するケースも見られるため、今後も
注視していく必要があります。

マダラコウラナメクジ（Limax maximus）は、
成長すると体長15cm以上になる大型のナメ
クジです（p14）。ヨーロッパ原産で、背面
にヒョウ柄模様があるのが特徴です。夜行性
で、湿った場所に生息し、野菜、熟した果物、
死肉、ドックフードなど様々なものを食べま
す。また、雌雄同体で、粘液を出しながら木
にぶら下がって交尾する独特の習性がありま
す。野外での観察では、卵塊が秋から春まで
確認されており、長い産卵期をもつこともわ
かっています。この種は国内では2006年に
茨城県土浦市で確認されたのが最初の記録で、
その後の調査で、石岡市と小美玉市を中心に

aa  トトママトトをを食食べべるるココハハククオオナナジジママイイ
ママイイ

bb  ニニンンジジンンのの葉葉にに群群ががるる
ココハハククオオナナジジママイイママイイ

a

b



筑筑波波大大キキャャンンパパススののカカタタツツムムリリ
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3388 3399
ここ筑波大学には緑豊かな空間が残されてい
ます。陸産貝類についてはこれまでの調査か
ら、キャンパス内に少なくとも30種が生息し
ていることがわかりました。これらの中には、
なかなか見つけることのできない希少種もあ
れば、つい最近生息が確認された外来種など
も含まれています。キャンパスには森林、草
原、水辺など様々な環境が存在し、それぞれ
生息するカタツムリの種類が異なっています。
この資料で紹介されているカタツムリは、筑
波大キャンパスや、その周辺に生息している
ものばかりです。足元にいるカタツムリたち
の観察を通じ、身近な自然の姿に思いを馳せ
ていただければ幸いです。

aa 筑筑波波大大キキャャンンパパスス
bb カカタタツツムムリリ調調査査のの様様子子
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茨城県内でも広範囲に分布してい
るのがわかりました。また、茨城
県以外では、2010年に福島県、
2012年に長野県と北海道で確認さ
れているほか、近年では、栃木県、
群馬県、埼玉県でも確認されてい
ます。現在、分布が拡大しており、
生態系や農業などへの影響も懸念
されています。

ヒ メ リ ン ゴ マ イ マ イ Cornu
aspersum (Syn. Cantareus aspersus,

Helix aspersa) は西ヨーロッパから地
中海沿岸を原産とする殻径3〜4cm
の外来の陸貝です。「エスカルゴ」
としてフランス料理などで食用とさ
れています。ヨーロッパからの移住
などに伴う意図的な持ち込みもあり、
現在では世界の温帯から亜熱帯の地
域に広く定着しています。農業上、
有害な陸貝として植物防疫法で「検
疫有害動物」に指定され、輸入が禁
止されています。しかし、2009年
に大阪府門真市の団地内で発生して
いるのが発見され、その後、東京都、
茨城県、千葉県などでも確認されて
います。茨城県では2015年に神栖
市で最初に発見され、その後、卵塊
や塊になって越冬する個体も見つか
り、定着していることがわかりまし
た。園芸植物の食害や墓石への糞害
などが確認されています。
aa  乾乾燥燥ししたたミミミミズズをを食食べべるるママダダララココウウララナナメメククジジ
bb 粘粘液液でで木木ににぶぶらら下下ががっってて交交尾尾すするるママダダララココウウララ

ナナメメククジジ
cc  ヒヒメメリリンンゴゴママイイママイイ
dd  タタチチアアオオイイのの葉葉をを食食害害すするるヒヒメメリリンンゴゴママイイママイイ
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b

c

d

a

b
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